
―国立国会図書館の提供するレファレンスツールを使いこなす―

レファレンス協同データベース

利用者サービス部サービス企画課レファレンス係

国立国会図書館遠隔研修



レファレンス協同データベース

 「レファ協」（https://crd.ndl.go.jp/reference/）
 国立国会図書館・公共図書館・大学図書館・学校図書館・専

門図書館等における
レファレンス事例等を蓄積・提供するデータベース

 レファレンスでは…
他の機関の事例を知りたいとき

検索利用だけでなくデータ提供も！

※国立国会図書館サーチの検索結果一覧下部にも現れるが、
レファ協からのほうがより詳細な検索が可能
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https://crd.ndl.go.jp/reference/


トップ画面
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キーワード検索

詳細検索
テーマ（NDC）検索
地名検索

参加（後述）時はログイン



「レファレンス 協同 データベース」
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1レファレンス協同
データベース

利用者、図書館員、研究者など

○○の調べ方

登
録

登
録

レファレンス

そうやって
調べるのか！

なるほど、この資料
に載ってるのか！

全国の参加館
公共図書館、大学図書館、
専門図書館、学校図書館、

国立国会図書館など

インターネット公開 
（一部を除く）

公式イメージキャラ れはっち



「レファレンス」だから…

 回答に至るプロセスや回答の根拠、参考資料の情報も充実
信頼性の高い情報を得られる

参考文献リストから自館で用意できる資料を探せる

回答へのアプローチを参考にできる

※データの作成日にはご注意ください

 間接的（情報発信型）レファレンスサービスのデータも
調べ方マニュアル：特定のテーマ等の「調べ方」各館の詳しい分野

特別コレクション：個人文庫・貴重書など、各館の特別な資料

「レファレンス事例」の中に、調べ学習や読書案内に使えるブックリ
ストなどがある場合も
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「協同」だから…

 登録データが多い！
一般公開1XX,XXX件（2024年X月末現在）

類似の事例を探すことができ、調査時間の短縮になる

新着データを見ているだけでも楽しい？

 様々な種類・規模の図書館等のデータが登録されている
9XX館（2024年X月末現在）

公共・大学・専門図書館など、館の規模や立地、性格はさまざま

多様な館のデータをもとに、自分の機関では普段対応しない質問にも
調査の手がかりを得ることができる
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「データベース」だから…

 レファレンスを記録することは大切

 でも単独で記録するのは大変
紙→検索しづらい

DB→誰が作る？

∴レファ協に入ると、記録・検索用にも！

【参考】遠隔研修「レファレンス協同データベースの利活用」
（https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/crd.html）
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https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/crd.html


「データベース」だから…

 一般公開：インターネットでだれでも参照可能

 参加館公開：レファ協参加館のみが参照可能

 自館のみ参照：登録館のみが参照可能＝館内DBとしても
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インターネット
公開データ

参加館公開データ

未参加館・利用者

参加館は自館のみ参照（自館登録分のみ）、参加館公開、一般公開のデータを見られます。

参加館A館

参照のみ

登録・参照
A館専用 B館専用

参加館B館



使ってみる Ｑ

 一富士二鷹三茄子の続きが知りたい。
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使ってみる Ａ

 「一富士二鷹三茄子 続き」等と検索。
レファレンス事例に、四以降やその調査プロセスなどが記載
されている。
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参考：NDLサーチでの「レファ協」
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ご清聴ありがとうございました。
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